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1――はじめに 

 

本稿を含めて全 8回の基礎研レターでは、2022年 3月にニッセイ基礎研究所が独自に行ったアンケ

ート調査のデータを用いて、テレワーク拡大によってどのような人は生産性が高まったと感じ、どの

ような人は生産性が下がったと感じたのかを分析した結果を紹介してきた。本稿は、そのうち最後回

となる第８回目として、左辺をテレワークをするようになって感じた生産性の変化、右辺をこれまで

紹介した生産性に影響を及ぼすと考えられる様々な要因等として推定した線形回帰モデルの推定結果

を紹介し、全体の結果を要約する1。 

  

2――テレワークをするようになって生産性が上がった人/下がった人 

 

 表 1は、左辺をテレワークをするようになって感じた生産性の変化、右辺をこれまで紹介した生産

性に影響を及ぼすと考えられる様々な要因として推定した回帰分析の結果である。列 1は、日本で新

型コロナ拡大が始まって以降（2020 年 1 月以降）テレワークを行った人へ、「在宅勤務・テレワーク

で仕事をする時、勤め先に出社して仕事をする場合と比べて、仕事の生産性をどう感じましたか。」と

いう質問の回答を被説明変数に用いている。具体的には、「生産性が向上した」を選択した場合は 5、

「生産性がやや向上した」は 4、「変わらない」は 3、「生産性がやや低下した」は 2、「生産性が低下

した」は１を取る変数である。列 2と列 3の被説明変数も同様の質問を用いている。列 2の被説明変

数は、「生産性が向上した」、もしくは「生産性がやや向上した」と回答した場合に 1を取るダミー変

数で、列 3の被説明変数は、「生産性が低下した」、もしくは「生産性がやや低下した」と回答した場

合に 1を取るダミー変数である（列 2と列 3は線形確率モデル）。 

 
1 本稿の分析で用いたデータについての詳細は、以下を参照。 

 岩﨑敬子（2022年 9月 14日）「会社員/公務員がテレワークによって感じた生産性の変化概況－テレワークで生産性が上

がった人/下がった人(1)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72366?site=nli） 
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表１．線形回帰モデルの推定結果 

 (1) (2) (3) 

被説明変数：  生産性 
生産性向上 

ダミー 

生産性低下 

ダミー 

女性 0.0861 0.0713*** -0.00475 

 (0.0672) (0.0270) (0.0304) 

年齢 -0.00849*** -0.00617*** 0.000869 

 (0.00235) (0.000941) (0.00110) 

管理職 -0.0252 -0.00870 0.0173 

 (0.0654) (0.0275) (0.0308) 

年収（300 万円未満） 参照カテゴリー 参照カテゴリー 参照カテゴリー 

年収（300 万円～700 万円） -0.109 0.0125 0.0730** 

 (0.0771) (0.0304) (0.0351) 

年収（700 万円以上） 0.0689 0.0941*** 0.0500 

 (0.0867) (0.0358) (0.0398) 

年収（無回答） -0.0469 0.0381 0.0406 

 (0.0943) (0.0382) (0.0436) 

夏休みの宿題（最初のころにやった） 参照カテゴリー 参照カテゴリー 参照カテゴリー 

夏休みの宿題（どちらかというと最初のころにやった） -0.0576 -0.0216 -0.00602 

 (0.0767) (0.0318) (0.0333) 

夏休みの宿題（毎日ほぼ均等にやった） -0.0623 -0.0329 -0.0167 

 (0.0831) (0.0346) (0.0369) 

夏休みの宿題（どちらかというと終わりのころにやった） -0.191** -0.0754** 0.0591* 

 (0.0792) (0.0317) (0.0351) 

夏休みの宿題（終わり頃にやった） -0.415*** -0.163*** 0.139*** 

 (0.0789) (0.0303) (0.0360) 

夏休みの宿題（やらなかった） -0.349* -0.236*** 0.0220 

 (0.188) (0.0597) (0.0894) 

夏休みの宿題（なかった） -0.582*** -0.216*** 0.111** 

 (0.120) (0.0396) (0.0531) 

住まい（持ち家） 参照カテゴリー 参照カテゴリー 参照カテゴリー 

住まい（実家） -0.0682 -0.0617* -0.00674 

 (0.0791) (0.0328) (0.0367) 

住まい（賃貸住宅） -0.123** -0.0646*** 0.0418 

 (0.0587) (0.0234) (0.0281) 

住まい（寮、社宅、官舎） -0.378*** -0.0827** 0.156*** 

 (0.119) (0.0419) (0.0521) 
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表１．線形回帰モデルの推定結果（続き） 

 (1) (2) (3) 

  生産性 
生産性向上 

ダミー 

生産性低下 

ダミー 

同居の子有 0.0115 0.000798 -0.00826 

 (0.0606) (0.0254) (0.0290) 

同居の配偶者・パートナー有 -0.00938 0.00409 0.0148 

 (0.0742) (0.0305) (0.0360) 

同居の配偶者・パートナー有×女性 -0.192* -0.0639 0.114** 

 (0.108) (0.0431) (0.0493) 

利他性2 -0.0252*** -0.00815** 0.00843* 

  (0.00965) (0.00362) (0.00450) 

N 1985 1985 1985 

自由度調整済決定係数 0.049 0.059 0.026 

注) 列 1は、日本で新型コロナ拡大が始まって以降（2020年 1月以降）テレワークを行った人へ、「在宅勤務・テレワークで

仕事をする時、勤め先に出社して仕事をする場合と比べて、仕事の生産性をどう感じましたか。」という質問の回答を左辺の

変数に用いている。具体的には、「生産性が向上した」を選択した場合は 5、「生産性がやや向上した」は 4、「変わらない」は

3、「生産性がやや低下した」は 2、「生産性が低下した」は１を取る変数。列 2 と列 3の被説明変数も同様の質問を用いてい

る。列 2の被説明変数は、「生産性が向上した」、もしくは「生産性がやや向上した」と回答した場合に 1を取るダミー変数。

列 3の被説明変数は、「生産性が低下した」、もしくは「生産性がやや低下した」と回答した場合に 1を取るダミー変数。 

切片の係数は省略。その他に推定モデルに含まれているが、表内の係数表示を省略しているコントロール変数は、働く企業・

団体の規模（正規従業員数）及び働く事務所の産業分野。( )内には頑健な標準誤差を表示。 

(* p < 0.10 ** p < 0.05 *** p < 0.01) 

 

表 1の結果からは、これまでの基礎研レター（テレワークで生産性が上がった人/下がった人(1)～

(7)3）で見てきたように、年齢が低い人や年収が高い人（700万円以上）が、テレワークによって生産

性が向上したと感じた傾向が確認できる。また、男性よりも女性の方が生産性が向上したと感じた傾

向もみられる。 

夏休みの宿題については、終わりの頃にやった人ほど、テレワークによって生産性が低下したと感

じた傾向も確認できる。さらに、住まいについては、寮、社宅、官舎に住む人は、生産性が低下した

 
2 利他性の計測には、独裁者ゲームと呼ばれる実験で使われる「あなたは、今調査会社から 1000 円を渡されたとします。

この 1000 円を、日本人全体からランダムに選ばれただれかと、あなたが決めた配分で分けることができるとします。あな

たはどのように配分しますか。」という質問を用いた。利他性の変数は、相手への配分額が大きいほど大きい値を取る変数

としている。 
3 岩﨑敬子（2022年 9月 14日）「会社員/公務員がテレワークによって感じた生産性の変化概況－テレワークで生産性が上

がった人/下がった人(1)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72366?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 9月 21日）「低年齢層ほどテレワークで生産性が向上したと感じた傾向－テレワークで生産性が上がった

人/下がった人(2)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72393?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 9月 28日）「配偶者のいる女性は、テレワークで生産性の低下を感じた傾向－テレワークで生産性が上が

った人/下がった人(3)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72456?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 10月 5日）「高年収層はテレワークで生産性が向上したと感じた傾向－テレワークで生産性が上がった人

/下がった人(4)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72521?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 10月 12日）「寮/社宅に住む人はテレワークで生産性が低下したと感じた傾向－テレワークで生産性が上

がった人/下がった人(5)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72589?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 10月 19日）「現在バイアスが強い人は、テレワークで生産性低下を感じた傾向－テレワークで生産性が

上がった人/下がった人(6)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72660?site=nli） 

岩﨑敬子（2022年 10月 26日）「利他性が強い人はテレワークで生産性低下を感じた傾向－テレワークで生産性が上がった

人/下がった人(7)―」（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72773?site=nli） 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72366?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72393?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72456?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72521?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72589?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72660?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72773?site=nli
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と感じた傾向が確認できる。加えて、賃貸住宅に住む人の方が、持ち家の人に比べて、生産性が向上

したと感じた人の割合が小さい傾向もみられる。また、利他性が強い人は、利他性が強いほど生産性

が向上したと感じにくく、生産性が低下したと感じやすい傾向も確認される。 

さらに、「配偶者のいる女性は、テレワークで生産性の低下を感じた傾向―テレワークで生産性が上

がった人/下がった人(3)―」4で紹介した記述統計で示された、同居の配偶者・パートナーのいる女性

はテレワークで生産性の低下を感じた傾向が、様々な要因を調整した上でも見られるのかを確認する

ため、同居の配偶者・パートナー有と女性の交差項を説明変数に含めた。結果、この交差項は、列 1

ではマイナス、列 3ではプラスに統計的に有意である。つまり、様々な要因を調整した上でも、女性

は同居の配偶者・パートナーがいる場合、生産性が低下したと感じた傾向が確認される5。 

 

4――おわりに 

  

本稿を含めて全 8回の基礎研レターでは、ニッセイ基礎研究所の独自調査のデータを元に、新型コ

ロナ拡大以降テレワークを行った人の間では、どういった人がテレワークによって生産性が向上した

と感じ、どういった人は生産性が低下したと感じたのか、その傾向を確認してきた。なぜ本稿で紹介

したような傾向が見られるのかという要因については今後の検討課題であるが、夏休みの宿題を夏休

みの終わり頃に行った人（現在バイアスが強い人）や、利他性が強い人はテレワークによって生産性

が低下したと感じた傾向からは、こうした心理的特性を考慮したテレワークシステムの整備が重要で

ある可能性が示唆される。さらに、年収の高い人や持ち家の人は生産性が向上したと感じた傾向が見

られたこと、配偶者・パートナーと同居している女性は生産性が低下したと感じた傾向が見られたこ

とからは、家庭環境を含めて、テレワークを行う環境の整備が、テレワークで生産性を高めるために

重要であることが示唆されるだろう。 

 
4 岩﨑敬子（2022 年 9 月 28 日）（https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72456?site=nli） 
5 本分析は株式会社クロスマーケティングのモニター会員を対象に実施した Web 調査に基づくものであり、日本の公務員/

会社員全体の傾向とは異なる可能性がある点に注意が必要である。また、本分析は、生産性と様々な変数との相関関係を確

認しているもので、因果関係を示しているとは言えない点にも注意が必要である。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=72456?site=nli



